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過
日
５
月
16
日
に
総
会
が
行
わ
れ
、
全

て
の
議
案
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
、
令
和
６

年
度
の
事
業
を
展
開
し
て
い
く
運
び
と
な

り
ま
し
た
。

総
会
に
は
、
区
長
を
は
じ
め
、
戸
塚
区
連

合
町
内
会
・
自
治
会
連
絡
会
会
長
、
戸
塚

区
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
及
び
事
務
局
長
、

戸
塚
区
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
担
当
部
長
、

戸
塚
区
高
齢
・
障
害
支
援
課
長
及
び
係
長

の
皆
さ
ま
の
ご
臨
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
、紙
面
を
借
り
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
今
年
度
は
、
戸
塚
区
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
創
立
60
周
年
を
迎
え
、
10
年
の
節

目
と
し
て
、
前
50
周
年
（
２
０
１
４
年
）

以
降
の
「
10
年
の
歩
み
」
を
編
集
す
る
こ

と
と
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
本
誌
発
行
の
７
月
は
既
に
令
和

６
年
度
第
二
四
半
期
に
な
っ
て
お
り
、
い

く
つ
か
の
イ
ベ
ン
ト
も
実
施
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

か
が
や
き
ク
ラ
ブ
戸
塚
の
活
動
の
目
標

は
「
会
員
相
互
に
親
睦
を
図
り
健
康
・
友

愛
・
奉
仕
を
基
本
に
、
生
活
を
豊
か
に
す

る
元
気
で
、
楽
し
く
、
生
き
が
い
を
持
っ

て
、
活
動
す
る
こ
と
」
で
す
。
前
年
度
か

ら
ま
た
更
に
会
員
、
ク
ラ
ブ
数
が
減
少
し

ま
し
た
が
、
83
ク
ラ
ブ
、
４
８
６
２
名
の

会
員
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
、
楽
し
く
、
有

意
義
な
活
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

新
年
度
に
入
り
今
一
番
脅
威
に
感
じ
て

い
る
こ
と
を
述
べ
ま
す
。
そ
れ
は
近
年
の

た
だ
な
ら
ぬ
老
人
ク
ラ
ブ（
単
位
ク
ラ
ブ
）

の
減
少
で
す
。

数
年
前
ま
で
は
１
０
６
あ
っ
た
ク
ラ
ブ

が
今
年
は
つ
い
に
83
ま
で
減
少
し
ま
し

た
。
会
員
数
も
約
７
０
０
０
名
か
ら
５
０

０
０
名
ま
で
の
減
少
で
す
。
毎
年
数
ク
ラ

ブ
ず
つ
会
長
の
な
り
手
が
無
い
と
い
う
主

原
因
で
ク
ラ
ブ
が
消
え
て
い
っ
て
い
ま

す
。
平
均
的
に
現
会
長
の
多
く
が
昭
和
の

10
年
代
で
引
退
の
時
期
が
来
て
い
る
こ
と

戸
塚
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
会
長
　
林
　
　
弘
一

創
立
60
周
年
、
新
た
な
歩
み

会長あいさつ

戸
塚
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
副
会
長
　
小
池
　
　
泰

今
こ
こ
に
あ
る
危
機

副会長あいさつ

老
人
ク
ラ
ブ
は
、
進
み
ゆ
く
高
齢
化
社

会
に
あ
っ
て
、
地
域
に
欠
か
せ
な
い
存
在

で
あ
る
事
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

戸
塚
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
、「
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
」
を
立
ち
上
げ
て
お
り
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
よ
り
一
層
多
く
の

方
々
に
行
き
届
い
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

「
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
」「
高
齢
者
が

生
き
が
い
を
持
っ
て
諸
活
動
を
」「
仲
間

づ
く
り
を
」「
孤
独
に
な
ら
な
い
・
さ
せ

な
い
た
め
の
友
愛
活
動
」
を
、
こ
れ
か
ら

も
地
道
で
は
あ
り
ま
す
が
、
続
け
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
人
生
の
長
き
に
わ
た
っ
て
多

様
な
経
験
を
積
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
豊

富
な
経
験
や
知
識
を
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
み

な
ら
ず
、
地
域
の
諸
活
動
へ
の
展
開
、
推

進
へ
向
け
て
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

は
否
め
ま
せ
ん
が
、
代
わ
り
が
い
な
い
状

態
で
す
。
周
り
の
会
員
は
皆
高
齢
者
ば
か

り
で
、
後
を
継
ぐ
元
気
な
人
が
い
な
い
と

い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
？　

こ
の
ま
ま
で

す
と
将
来
の
存
続
ま
で
危
惧
さ
れ
る
危
機

的
状
況
で
す
。
こ
れ
は
ま
ず
若
い
会
員
を

増
や
し
て
後
継
者
作
り
に
努
力
す
る
こ
と

が
解
決
の
早
道
だ
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
現
代
の
60
～
70
代
の
人
々
は

現
役
や
Ｉ
Ｔ
の
世
界
で
活
躍
中
の
た
め
、

な
か
な
か
老
人
ク
ラ
ブ
参
加
に
は
食
指
を
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コ
ロ
ナ
禍
も
落
ち
着
き
、
会
場
の
確
保

も
容
易
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
度
も
た
く

さ
ん
の
行
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
よ
ろ

し
く
ご
参
加
の
ほ
ど
、お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
戸
塚
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は

創
立
60
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
誠
に
喜
ば

し
い
限
り
で
す
。「
高
齢
者
の
生
活
を
豊
か

に
す
る
こ
と
」
を
理
念
と
し
、
活
動
さ
れ
て

き
た
、
先
輩
諸
氏
の
伝
統
を
守
り
、
今
後

も
明
る
く
継
続
・
精
進
し
た
い
と
思
い
ま

す
。さ

て
、
少
し
堅
苦
し
い
で
す
が
、
表
題

に
つ
い
て
皆
さ
ん
の
理
解
と
支
援
を
得
た

く
ご
紹
介
し
ま
す
。
横
浜
市
老
連
で
は
２

０
２
０
年
に
〝
会
員
加
入
促
進
及
び
意
識

の
高
揚
〟
を
目
指
し
て
「
市
老
連
行
動
計

画
２
０
２
０
～
２
０
２
４
」
と
し
て
５
か
年

計
画
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
し
か
し
、「
会

員
増
強
」
の
目
標
だ
け
を
掲
げ
た
活
動
で

は
成
果
が
芳
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

一
昨
年
か
ら
計
画
を
強
く
推
進
す
る
た
め

に
「
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
立

ち
上
げ
、
具
体
的
な
活
動
と
し
て
５
項
目

を
掲
げ
て
区
老
連
、
地
区
老
連
及
び
単
位

ク
ラ
ブ
で
で
き
る
こ
と
を
実
施
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
５
項
目
の
う
ち
、
戸
塚
区
老

連
で
は
次
の
４
項
目
を
重
点
的
に
取
り
組

む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

①
未
設
置
地
域
の
加
入
希
望
者
の
受
け

皿
で
あ
る
「
区
老
連
、
地
区
老
連
単
位
ク

ラ
ブ
の
設
置
」
に
つ
い
て
は
区
老
連
単
位

ク
ラ
ブ
と
し
て
「
シ
ニ
ア
天
狗
会
」
を
設
立

し
、
区
内
だ
れ
で
も
入
会
で
き
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。

②
単
位
ク
ラ
ブ
の
地
域
外
会
員
受
け
入

れ
有
無
カ
ー
ド
等
の
作
成
と
発
信
に
つ
い

て
は
、
近
隣
の
入
会
希
望
者
の
受
け
入
れ

可
能
単
位
ク
ラ
ブ
を
募
集
し
「
12
ク
ラ
ブ

の
許
可
」
を
得
ま
し
た
。
受
け
入
れ
ク
ラ

ブ
の
紹
介
は
、
新
規
に
開
設
し
た
「
区
老

連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
に
掲
載
し
ま
し
た
。

③
ニ
ュ
ー
シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
や
ｅ
ス
ポ
ー

戸
塚
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
副
会
長
　
髙
濵
　
照
彦

「
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
?!

副会長あいさつ

ツ
な
ど
、
魅
力
あ
る
活
動
の
紹
介
に
つ
い
て

は
「
ボ
ッ
チ
ャ
」
の
導
入
を
計
画
、
体
験

講
習
会
を
実
施
し
、
第
1
回
区
老
連
大
会

を
実
施
し
ま
し
た
。

④
区
老
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
に
つ

い
て
は
、
事
務
局
の
協
力
に
よ
り
昨
年
5

月
開
設
し
ま
し
た
。
機
関
紙
と
と
も
に
情

報
の
共
有
・
PR
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
活
動
は
順
調
に
推
移
し
ま

し
た
が
、
な
ん
と
言
っ
て
も
目
玉
は
「
会
員

増
強
」
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
「
未
設
置

地
区
の
新
規
ク
ラ
ブ
設
立
」
が
必
至
で
す
。

２
１
０
余
り
あ
る
町
内
・
自
治
会
の
老
人

ク
ラ
ブ
設
置
割
合
は
40
％
で
す
。
未
開
拓

の
地
区
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
こ
れ
か
ら
の
会

員
増
強
に
は
必
須
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協

力
・
ご
支
援
で
昨
年
度
は
「BST

悠
々
会
」

が
新
規
加
入
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
他

に
も
２
，
３
候
補
が
上
が
っ
て
お
り
、
区
老

連
と
し
て
は
力
強
く
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

つ
い
て
は
、「
高
齢
者
の
生
活
を
豊
か
に

す
る
こ
と
」
を
合
言
葉
に
、
新
し
い
友
達

の
輪
を
広
げ
る
た
め
に
、
今
後
も
会
員
の

方
々
の
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

動
か
し
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
世
代
に
も
参

加
を
促
す
魅
力
づ
く
り
が
必
要
と
い
う
こ

と
は
百
も
承
知
で
す
が
、
新
し
い
ア
イ
デ

ア
は
？
と
言
う
と
な
か
な
か
決
定
打
が
出

て
き
ま
せ
ん
。

老
人
ク
ラ
ブ
は
、
主
に
各
地
域
の
町
内

会
・
自
治
会
の
下
部
組
織
と
し
て
老
人
を

助
け
励
ま
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
こ
ら
で

そ
の
存
続
意
義
も
再
考
の
時
期
が
来
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
組
み
、

ク
ラ
ブ
の
活
性
化
や
会
員
増
強
に
努
め
る

の
も
大
事
な
こ
と
で
す
が
、
こ
こ
で
原
点

に
立
ち
返
り
ク
ラ
ブ
の
存
在
意
味
を
皆
さ

ん
と
一
緒
に
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

3

暑中お見舞い申し上げます。　私たちは戸塚区老連の活動を応援しています。



功 労 者 表 彰
益々のご活躍を期待しております！
謝　辞
氏　　名 役　職 年　数 地 区 名 ク ラ ブ 名
筒井　　博 理事 4 平戸 みどり会
小寺　隆司 理事 1 吉田矢部 やよい会
金子　保雄 理事 1 舞岡 舞岡第一高寿会
鈴木　一三 理事 1 名瀬・上矢部 上矢部友遊会

米寿祝
氏　　名 役　職 地 区 名 ク ラ ブ 名
児玉　文雄 理事 平戸 平戸町長寿クラブ
宮嶋　政彦 理事 大正 芙蓉シニアクラブ

新
体
制
の
発
足

令
和
６
年
度

令
和
６
年
度    

定
期
総
会

定
期
総
会

５
月
16
日
（
木
）
10
時
よ
り
男
女
共

同
参
画
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
単
位
ク

ラ
ブ
会
長
71
名
（
ク
ラ
ブ
数
83
）
の
出

席
者
を
得
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
物
故

者
１
名
へ
の
黙
祷
、
会
長
あ
い
さ
つ
、

新
任
の
近
藤
区
長
始
め
来
賓
の
方
々
か

ら
の
祝
辞
、
功
労
者
６
名
へ
の
表
彰
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
議
事
に
入
り
、前
年
度
事
業
、

決
算
、
監
査
の
報
告
を
得
て
今
年
度
の

事
業
計
画
、
予
算
の
提
案
が
あ
り
、
原

案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
新
任
の

長
谷
川
副
会
長
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

滞
り
な
く
新
し
い
ス
タ
ー
ト
に
な
り
ま

し
た
。�

（
記　

西
塚
）

林会長のあいさつ

功労者表彰の様子

戸
塚
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
副
会
長
　
長
谷
川
正
雄

老
人
ク
ラ
ブ
の
魅
力
再
発
信

新任あいさつ先
日
の
総
会
で
副
会
長
に
選
任
さ
れ
ま

し
た
第
三
地
区
ア
ザ
リ
エ
さ
つ
き
会
の
長

谷
川
で
す
。

創
立
60
周
年
を
迎
え
る
戸
塚
区
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
の
運
営
に
携
わ
る
こ
と
は
、

い
さ
さ
か
荷
が
重
い
で
す
が
、
区
老
連
の

活
性
化
と
発
展
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
に

微
力
を
尽
く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

副
会
長
と
し
て
、
文
化
部
の
行
事
を
担

当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。「
か
が
や

き
ク
ラ
ブ
戸
塚
」
の
発
行
、
カ
ラ
オ
ケ
大

会
、
戸
塚
ふ
れ
あ
い
文
化
祭
、
囲
碁
・
将

棋
大
会
な
ど
に
加
え
て
、
今
年
度
は
戸
塚

区
老
連
の
60
周
年
を
記
念
す
る
「
10
年
の

歩
み
」
の
編
集
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

単
位
ク
ラ
ブ
会
長
と
し
て
、
各
会
員
が

老
人
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
い
て
良
か
っ
た
と

思
え
る
よ
う
な
活
動
を
し
た
い
と
考
え
て

き
ま
し
た
が
、
区
老
連
副
会
長
と
し
て
も

そ
の
思
い
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

今
後
と
も
、会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
、

ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

4
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令和6年度　戸塚区老連　役員名簿令和6年度　戸塚区老連　役員名簿

No 役　職 氏 　名 体育部 文化部 教養部 女性部 友愛部 市老連  所 属 ク ラ ブ 地　区

1 会　長 林　　弘一 東明ことぶき会 踊 　 場
2 副会長 髙濵　照彦 担当 活性化 グリーンくらぶ 平 　 戸
3 副会長 小池　　泰 担当 シニア大学 坂本百寿会 戸 塚 第 三
4 副会長 西塚　澄子 担当 担当 コープ野村和楽会 倉  　 田
5 副会長 長谷川正雄 担当 アザリエさつき会 戸 塚 第 三
6 理 事 磯ヶ谷和弘 〇 五葉会 戸 塚 第 一
7 〃 藤谷　昌宏 〇 皇寿会 戸 塚 第 一
8 〃 角田　弘子 ◎ 〇 女性 五月会 戸 塚 第 二
9 〃 実方　幸一 〇 池の沢会 戸 塚 第 二
10 〃 鈴木　正雄 〇 第二洗心会 戸 塚 第 三
11 〃 高田　義臣 〇 吉田町東峯会 吉 田 矢 部
12 〃 石井ルミ子 〇 〇 吉田元町睦会 吉 田 矢 部
13 〃 外山　　茂 ◎ 平和台峰友会 踊 　 場
14 〃 斎藤　　典 〇 明和会さわやかクラブ 踊 　 場
15 〃 村上　　孟 〇 新生サファイヤクラブ 北 汲 沢
16 〃 中村　秀子 〇 〇 悠々会 北 汲 沢
17 〃 入内嶋　茂 ◎ 健康づくり 柏友会 川 　 上
18 〃 矢弓　　進 ◎ 友愛 柏富士会 川 　 上
19 〃 児玉　雅次 〇 南舞岡紅寿会 舞 　 岡
20 〃 菊池　廣明 〇 舞岡第二高寿会 舞 　 岡
21 〃 淺岡　正道 〇 名瀬第二住宅きずなクラブ 名瀬上矢部
22 〃 田谷　　好 〇 上矢部町友遊会 名瀬上矢部
23 〃 児玉　文雄 ◎ 機関誌 平戸町長寿クラブ 平 　 戸
24 〃 川古谷雄司 〇 グリーンくらぶ 平 　 戸
25 〃 宮嶋　政彦 〇 芙蓉シニアクラブ 大 　 正
26 〃 中川　純一 〇 エル・エルクラブ 大 　 正
27 〃 赤坂　彰夫 〇 汲沢東ハイツ白寿会 汲 　 沢
28 〃 上田　由大 〇 きらきら会 汲 　 沢
29 〃 大鳥井　勉 〇 戸塚ハイライズシニアクラブ満福会 倉 　 田
30 〃 吉住　　正 〇 上倉田北部寿会 倉 　 田
31 監　事 待永　輝男 ラムーナシニアクラブ 戸 塚 第 三
32 監　事 佐藤　秀夫 平戸町長寿クラブ 平 　 戸

33 事務局
吉田　千鶴
小西　　淳
今野　公子

○は部員　◎は部長　
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事

業

報

告

５
月
28
日
（
火
）、
戸
塚
地
区

セ
ン
タ
ー
に
て
新
任
会
長
研
修
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
９

名
の
各
会
長
が
参
加
さ
れ
、
現
在

の
ク
ラ
ブ
の
心
境
や
今
後
の
抱
負

な
ど
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
度
も
、
単
位
ク
ラ
ブ
の
活

動
や
連
合
会
の
事
業
が
充
実
で
き

る
よ
う
運
営
し
て
ま
い
り
ま
す
。

活
動
に
新
し
い
風

新
任
会
長
研
修
会

地区名 クラブ名 氏　名

新
任
会
長

戸塚第一 冨塚キララ 今井　清子

戸塚第三 ラムーナシニアクラブ 田中　芳広

踊 場 踊場寿会 飯髙　昌子

川 上

平戸第三平和クラブ 佐藤　了子

秋葉親和会 髙田　敏則

東風の会 越智　　修

名瀬・上矢部 上矢部町友遊会 田谷　　好

大 正

小雀敬友会 鈴木　　實

原宿芙蓉会 椿谷　　博

わかば会 後藤　弘之

９名が参加

令和６年度  戸塚区老連 事業計画令和６年度  戸塚区老連 事業計画
令和6年

４月
12日（金） 会計監査
19日（金） 女性部　総会
19日（金） 女性部　セラバンド健康体操

５月

16日（木） 定期総会（創立60周年）
22日（水） シニア大学開講式、合同共同講座①
28日（火） 新任会長・副会長研修会
29日（水） シニア大学一般講座開講式（戸塚教室）

６月
７日（金） 戸塚区歴史ウォーク（１）
13日（木） ゲートボール大会
19日（水） ノルディックウォーク

７月

10日（水） 春の親睦旅行
15日（月） 機関誌「かがやきクラブ戸塚」75号 発行
17日（水） シニア大学、合同共同講座②③
25日（木） 女性部 健康体操
31日（水） シニア大学一般講座閉講式

８月 未定 ボッチャ大会

９月
10日（火） 女性部 作品づくり
19日（木） グラウンド・ゴルフ大会
25日（水） カラオケ大会

10月 11（金）～13（日） 趣味の作品展参加
16日（水） 戸塚区歴史ウォーク（２）

11月

３日（日） 戸塚区民まつり参加
６日（水） ペタンク大会

未定 福祉演芸大会
未定 秋の親睦旅行

12月 未定 定例理事懇親会
未定 友愛活動講演会（友愛部、女性部共催）

令和7年

１月 15日（水） 機関誌「かがやきクラブ戸塚」76号 発行
未定 囲碁・将棋大会

２月 未定 親睦グラウンド・ゴルフ大会
未定 会長・役員研修会

３月
未定 女性部定例委員会
未定 友愛活動研修会
未定 ボッチャ大会
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1
月
17
日
（
水
）、
第
36
回
区
老

連
囲
碁
・
将
棋
大
会
が
戸
塚
地
区
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

新
規
ク
ラ
ブ
会
員
や
飛
び
入
り
の

参
加
も
あ
っ
て
例
年
以
上
に
多
く
の

棋
士
が
集
い
、
賑
や
か
な
中
に
も
白

全
国
大
会
へ
の
道
開
く

囲
碁
・
将
棋
大
会

囲碁の部
Aクラス

順位 氏名 クラブ名 段・級
優　勝 田中　康夫 戸塚ハイライズ満福会 ３段
準優勝 三橋　治夫 シニア天狗会 ４段

第３位
上條　　毅 芹ヶ丘明星会 ３段
渡辺　　健 シニア天狗会 ３段
松田　史郎 みどり会 ３段

Bクラス
順位 氏名 クラブ名 段・級

優　勝 早勢　雅友 シニア天狗会 初段
準優勝 吉田　　茂 ラムーナシニアクラブ 初段
第３位 小森　　優 シニア天狗会 初段

Cクラス
順位 氏名 クラブ名 段・級

優　勝 鈴東　正睦 シニア天狗会 ４級

将棋の部
Aクラス

順位 氏名 クラブ名 段・級
優　勝 渕岡　浩二 原宿芙蓉会 初段

Bクラス
順位 氏名 クラブ名 段・級

優　勝 椎田　　正 柏陽台第二クラブ ８級

熱
し
た
戦
い
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

区
老
連
の
大
会
を
勝
ち
抜
い
た
兵
つ
わ
も
のは

、

５
月
の
市
老
連
大
会
に
進
み
、
大
奮
闘
で

好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。
中
で
も
囲
碁
の

女
性
の
部
に
参
加
し
た
安
室
伸
子
さ
ん

各
部
運
営
状
況

あ
い
文
化
祭
（
通
常
、
趣
味
の
作
品
展
と

呼
ん
で
い
ま
す
）
の
運
営
で
す
。
10
月
11

日
（
金
）
か
ら
３
日
間
開
催
さ
れ
、
今
年

区
老
連
は
特
別
に
多
目
的
ス
ペ
ー
ス（
中
）

を
独
占
使
用
し
て
行
い
ま
す
。
他
の
グ

ル
ー
プ
に
負
け
ぬ
よ
う
、
奮
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
る
よ
う
今
か
ら
作
品
作
り
に
取
り

掛
か
っ
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
９
月
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
１
月

の
囲
碁
・
将
棋
大
会
等
が
あ
り
、
主
要
な

裏
方
と
し
て
働
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。�

（
記　

児
玉
）

文
化
部
の
主
な
行
事
は
機
関
誌
（
か
が

や
き
ク
ラ
ブ
戸
塚
）年
２
回
の
発
行
で
す
。

発
行
日
の
３
か
月
前
に
原
稿
依
頼
。
２
か

月
前
に
収
集
。
一
次
校
正
、
二
次
校
正
を

終
え
印
刷
に
回
し
ま
す
。
大
変
な
の
は
原

稿
集
め
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ま
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

次
の
大
き
な
行
事
は
、
秋
の
戸
塚
ふ
れ

文化部

文
化
部
の
主
要
な
行
事

に
つ
い
て

盤上の熱戦

区老連囲碁の部受賞者

区老連将棋の部受賞者

は
、
10
月
の
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
は
ば

た
け
鳥
取
２
０
２
４
」
の
女
性
の
部
に

出
場
が
決
定
し
ま
し
た
。
戸
塚
の
地
か

ら
鳥
取
に
声
援
を
送
り
ま
し
ょ
う
！
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富
士
山
を
見
な
が
ら
千
本
浜
公
園
を
歩

く
」
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

部
員
も
顔
見
知
り
が
多
く
な
り
ま
し

て
、秋
の
作
品
作
り
で
あ
る「
携
帯
用
ポ
ー

チ
」「
ブ
ロ
ー
チ
」、
演
芸
大
会
参
加
等
計

画
し
て
い
ま
す
。
お
知
ら
せ
を
出
し
ま
す

の
で
、
皆
さ
ま
ぜ
ひ
参
加
、
応
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
会
合
の
度
に

セ
ラ
バ
ン
ド
体
操
と
体
を
い
た
わ
り
合
う

活
動
を
し
て
い
ま
す
。�

（
記　

角
田
）

４
月
19
日
（
金
）
の
女
性
部
総
会
か
ら

今
年
は
始
動
し
ま
し
た
。
区
内
で
は
老
人

会
員
が
減
少
し
女
性
部
会
の
な
い
地
区
も

あ
り
寂
し
く
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
女
性
部
と
言
っ
た

ら
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
と
体
験
バ
ス

ツ
ア
ー
で
す
。
本
年
秋
に
は
「
駿
河
湾
と

女性部

女
性
部
の
活
動
と

い
え
ば

種類豊富なポーチ

ニ
ス
サ
ー
ク
ル
に
と
い
ろ
い
ろ
な
生
徒
が

集
ま
り
、
一
つ
の
目
標
に
向
か
い
、
ル
ー

ル
や
マ
ナ
ー
等
の
学
科
で
は
居
眠
り
も
。

実
技
指
導
に
入
る
と
皆
さ
ん
顔
色
が
変
わ

り
元
気
に
ゲ
ー
ム
に
集
中
さ
れ
、
６
ヶ
月

間
の
終
了
証
を
持
っ
て
研
修
終
了
と
な
り

ま
し
た
。

そ
し
て
、
生
徒
の
皆
さ
ん
の
今
後
に
対

し
て
地
元
ク
ラ
ブ
と
の
交
流
試
合
を
計
画

し
ま
し
た
ら
、
地
元
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
と

楽
し
く
ゲ
ー
ム
を
さ
れ
、
数
名
の
方
が
地

元
の
会
員
に
な
り
今
後
も
活
動
さ
れ
る
と

の
こ
と
で
指
導
側
と
し
て
は
良
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ん
も
一
年
で
一

番
良
い
季
節
で
す
。
自
分
に
合
っ
た
健
康

づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

６
ヶ
月
忙
し
か
っ
た
で
す
が
、
皆
さ
ま

卒
業
さ
れ
て
良
か
っ
た
で
す
。

�
（
記　

入
内
嶋
）

体育部

友愛部

体
験
教
室
か
ら

�

（
ペ
タ
ン
ク
）

友
愛
の
心
で
！

�

（
能
登
半
島
地
震
災
害
救
援
に
つ
い
て
）

昨
年
８
月
に
横
浜
市
ペ
タ
ン
ク
協
会
に

一
通
の
手
紙
が
届
き
ま
し
た
。
内
容
は
泉

区
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
泉
寿
荘
か
ら
ペ
タ

ン
ク
で
健
康
づ
く
り
教
室
を
計
画
し
て
い

ま
す
、
ご
協
力
い
た
だ
け
ま
す
か
？
募
集

次
第
で
は
開
催
し
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

２
ヶ
月
の
募
集
で
生
徒
さ
ん
が
集
ま
り
、

10
月
～
３
月
ま
で
（
月
２
回
）
計
12
回
の

健
康
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
協
会
指
導

員
の
私
と
女
性
指
導
員
の
力
を
借
り
６
ヶ

月
開
催
し
ま
し
た
。
内
容
的
に
は
生
徒
さ

ん
い
ろ
い
ろ
な
方
が
集
ま
り
ま
し
た
。
一

日
家
で
読
書
し
外
に
は
出
な
い
方
、
全
く

ス
ポ
ー
ツ
に
は
無
縁
の
方
、
週
に
一
度
テ

日
頃
よ
り
講
演
、
研
修
、
区
民
祭
り
、
演
芸
大
会
等
の

友
愛
活
動
に
つ
い
て
、
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
す
で
に
ご
存
じ
の
通
り
、
１
月
１
日
の
能
登
半

島
地
震
は
、
富
山
県
、
福
井
県
、
新
潟
県
な
ど
広
範
囲
に

わ
た
り
、
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
現
在
、
赤
い

羽
根
共
同
募
金
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
助
け
合
い
等
各
方
面
で
募
金
活

動
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
緊
急
事
態
に
対
し
て
、
全
国
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
と
し
て
も
、
全
国
８
万
５
千
の
老
人
ク
ラ
ブ
に
協

力
を
呼
び
か
け
「
高
齢
者
の
友
愛
の
心
」
と
し
て
、
被
災

地
の
す
べ
て
の
高
齢
者
へ
の
励
ま
し
と
、
老
人
ク
ラ
ブ
な

ど
の
救
援
・
支
援
を
行
う
た
め
「
令
和
6
年
能
登
半
島
地

震
災
害
救
援
拠
金
」
を
全
国
的
に
展
開
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
4
月
30
日
か
ら
8
月
30
日
ま
で
の
期

間
、
戸
塚
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
も
募
金
活
動
に
協
力
す

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
事
務
局
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
現
在
す
で
に
５
万
円
強
集
ま
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の

温
か
い
「
友
愛
の
心
」
で
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。�

（
記　

髙
濵
）

ボールの行方を見守ります
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３
月
、
川
上
公
園
で
行
わ
れ
た
「
平
戸

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
個
人
戦
」
に

近
年「
墓
じ
ま
い
」を
す
る
人
が
増
え
た
。

こ
こ
何
年
か
の
全
国
の
件
数
は
平
均
し
て

10
万
件
を
超
え
て
い
る
。
さ
ら
に
今
年
は

15
万
件
を
超
え
過
去
最
多
と
な
っ
た
。

平
戸
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
大
会
に
参
加
し
て

平
戸
地
区
　
芹
ケ
丘
明
星
会

�
圷
　
イ
ツ
子

読
者
の
た
よ
り

読
者
の
た
よ
り
参
加
し
た
。
昨
年
の
４
月
に
両
手
首
骨
折

を
し
て
し
ば
ら
く
休
ん
で
い
た
が
、
仲
間

か
ら
「
早
く
出
て
お
い
で
」
っ
て
声
を
掛

け
ら
れ
た
の
を
励
み
に
、
リ
ハ
ビ
リ
を
頑

張
り
半
年
で
再
開
で
き
た
。
大
会
当
日
は

他
の
町
内
会
の
方
た
ち
と
グ
ル
ー
プ
を
組

み
、
最
初
は
緊
張
し
て
手
が
震
え
て
い
た

が
次
第
に
和
や
か
な
雰
囲
気
に
引
き
込
ま

れ
、い
つ
の
間
に
か
夢
中
に
な
っ
て
い
た
。

先
輩
か
ら
教
え
ら
れ
た
打
ち
方
を
思
い
出

し
な
が
ら
打
つ
と
ま
ぐ
れ
に
も
「
ホ
ー
ル

私
の
体
験「
墓
じ
ま
い
」

の
仕
事
を
し
つ
つ

平
戸
地
区
　
グ
リ
ー
ン
く
ら
ぶ

�

川
古
谷
雄
司

昔
、
子
ど
も
の
頃
母
親
に
連
れ
ら
れ
て

お
墓
参
り
に
行
か
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
が
当
た
り
前
の
事
の
よ
う
に
思
っ
て

い
た
の
だ
が
、
世
の
中
が
こ
の
よ
う
に
変

わ
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
か
？

　

私
は
74
歳
の
今
も
現
役
で
石
屋
の
仕
事

を
し
て
い
る
。
普
段
か
ら
お
寺
の
仕
事
を

し
て
い
る
が
、
５
年
前
頃
か
ら
「
墓
じ
ま

い
」
の
仕
事
が
増
え
て
き
て
い
た
こ
と
が

気
に
な
っ
て
い
た
。
最
近
で
は
ほ
と
ん
ど

の
仕
事
が
墓
地
の
解
体
作
業
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
墓
を
作
る
の
が

自
分
の
仕
事
だ
と
思
っ
て
長
い
こ
と
携

わ
っ
て
き
た
の
に
、
解
体
作
業
は
寂
し
い

気
が
し
て
な
ら
な
い
。

事
情
は
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
の
だ
ろ
う
が
、

家
族
や
親
戚
の
誰
か
が
「
墓
じ
ま
い
」
せ

ず
に
見
守
っ
て
い
け
れ
ば
「
ご
先
祖
様
も

喜
ぶ
の
に
な
ぁ
」
と
思
い
つ
つ
、
今
日
も

「
墓
じ
ま
い
」
の
仕
事
を
し
て
い
る
。

イ
ン
ワ
ン
」
が
２
度
続

き
、
仲
間
か
ら
「
す
ご

い
す
ご
い
」
と
お
だ
て

ら
れ
気
分
よ
く
プ
レ
ー

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

誘
わ
れ
て
、
自
信
が
な
い
ま
ま
始
め
て

２
年
。
運
動
オ
ン
チ
の
私
が
珍
し
く
入
賞

者
の
列
に
並
ぶ
こ
と
が
で
き
、
夢
見
心
地

だ
っ
た
。
良
い
仲
間
に
恵
ま
れ
た
こ
と
に

感
謝
。
健
康
で
少
し
で
も
長
く
続
け
ら
れ

る
よ
う
願
っ
て
い
る
。

子
規
と
漱
石

戸
塚
第
三
地
区
　
ア
ザ
リ
エ
さ
つ
き
会

�

高
野
　
芳
郎

鎌
倉
の
建
長
寺
の
梵
鐘
は
、
国
宝
と
し

て
威
厳
を
放
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
脇
に
は
次

の
よ
う
な
説
明
文
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

【「
鐘
つ
け
ば
銀
杏
ち
る
な
り
建
長
寺
」

こ
の
俳
句
は
明
治
28
年
（
１
８
９
５
）
９

月
、夏
目
漱
石
に
よ
っ
て
作
ら
れ
ま
し
た
。

親
友
の
正
岡
子
規
は
、
こ
の
句
を
参
考

に
「
柿
く
へ
ば
鐘
が
鳴
る
な
り
法
隆
寺
」

を
作
り
ま
し
た
。】

子
規
の
こ
の
句
は
、
松
尾
芭
蕉
の
「
古

池
や
蛙
飛
び
こ
む
水
の
音
」
に
並
ん
で
俳

句
の
代
名
詞
と
な
っ
て
い
ま
す
。
世
に
周

知
の
事
実
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
あ
の
有

名
な
句
の
出
典
が
夏
目
漱
石
に
あ
っ
た
と

は
、
私
に
は
寝
耳
に
水
の
驚
き
で
し
た
。

漱
石
は
参
禅
で
鎌
倉
に
２
週
間
ほ
ど
逗

留
し
て
い
た
そ
う
で
、
そ
の
時
に
先
の
句

を
詠
ん
だ
の
で
し
ょ
う
。
漱
石
も
盗
作
な

ど
と
野
暮
な
こ
と
は
言
わ
ず
、
あ
れ
ほ
ど

柿
好
き
で
法
隆
寺
に
も
縁
が
あ
っ
た
親
友

の
こ
と
な
の
で
「
う
～
ん
、
や
ら
れ
た
」

と
苦
笑
し
て
い
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
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私
た
ち
に
は
時
間
が

あ
り
ま
せ
ん
？

紅
寿
会
の
再
生
に
関
し

て
！

シ
ニ
ア
大
学

大
正
地
区
　
富
士
見
ヶ
丘
高
砂
会

�

蒲
ヶ
浦
　
昇

舞
岡
地
区
　
南
舞
岡
紅
寿
会

�

児
玉
　
雅
次

汲
沢
地
区
　
き
ら
き
ら
会

�

上
田
　
由
大

当
会
高
砂
会
で
は
「
生
活
を
豊
か
に
す

る
楽
し
い
活
動
」「
地
域
を
豊
か
に
す
る

社
会
活
動
」
の
二
本
柱
で
運
営
さ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
以
前
と
は
異
な
り
一
般
的
な

日
本
国
内
の
人
口
は
高
齢
化
が
進
み
、

若
者
が
減
少
傾
向
に
あ
る
。
そ
の
中
で
老

人
男
性
の
元
気
の
な
さ
が
目
立
っ
て
顕
著

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

当
南
舞
岡
紅
寿
会
で
も
会
員
が
こ
の

新
緑
の
美
し
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
も
シ
ニ
ア
大
学
が
始
ま
り
ま
す
。
私

も
受
講
生
と
し
て
２
年
、コ
ロ
ナ
中
断
後
、

定
義
の
老
人
の
幅
が
非
常
に
広
く
な
り
、

ニ
ー
ズ
も
さ
ま
ざ
ま
、
元
気
さ
も
さ
ま
ざ

ま
と
い
う
こ
と
で
、
ど
ち
ら
の
会
も
運
営

が
非
常
に
難
し
く
、
全
て
の
会
員
の
要
望

に
沿
っ
た
活
動
と
は
何
か
？　

じ
っ
く
り

考
え
て
皆
で
ゆ
っ
く
り
話
し
あ
っ
て
活
動

し
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
私

た
ち
に
は
残
さ
れ
た
時
間
が
少
な
い
の

で
、良
い
と
思
っ
た
事
は
す
ぐ
に
行
動
し
、

上
手
く
い
か
な
け
れ
ば
す
ぐ
に
改
め
る
。

２
、３
年
で
一
挙
に
３
割
程
会
員
が
減
少

し
、
会
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
役
員
を
引
き

受
け
て
く
れ
る
人
が
激
減
し
、
会
の
解
散

が
一
時
、
会
員
内
で
取
り
沙
汰
さ
れ
ま
し

た
。そ

の
中
で
、
当
ク
ラ
ブ
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
参
加
者
の
多
く
、
特
に
女
性

メ
ン
バ
ー
そ
の
人
た
ち
の
気
力
が
「
紅
寿

会
を
立
て
直
そ
う
！
」
と
い
う
方
向
に
方

針
転
換
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
当
ク
ラ
ブ
を

文
化
部
門
と
ス
ポ
ー
ツ
部
門
の
２
部
門
に

縁
あ
っ
て
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
さ
せ
て

も
ら
っ
て
い
て
４
年
目
を
迎
え
ま
す
。
今

年
は
関
内
ホ
ー
ル
で
の
市
内
合
同
講
座
が

２
日
あ
り
、
戸
塚
で
も
、
戸
塚
の
歴
史
、

防
犯
は
も
ち
ろ
ん
、
昔
懐
か
し
い
新
聞
記

事
、
グ
ル
ー
プ
ト
ー
ク
等
と
、
講
座
が
刷

新
さ
れ
多
岐
に
わ
た
り
、
期
待
の
膨
ら
む

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
合
同
講
座
で
の
テ
ー
マ
は「
老
い
」

ア
イ
デ
ア
は
勇
気
を
も
っ
て
す
ぐ
に
行
動

に
移
す
。
危
機
感
を
持
っ
て
歩
み
は
お
ぼ

つ
か
な
く
な
る
中
で
も
、
素
早
く
提
案
、

具
現
化
し
、
素
早
く
行
動
を
す
る
こ
と
を

心
掛
け
て
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
感
じ
つ
つ
無

理
な
く
楽
し
く
行
動
で
き
た
ら
と
思
っ
て

い
ま
す
。

最
後
に
孤
独
と
孤
立
の
違
い
を
意
識
し

つ
つ
！

分
け
、
そ
の
内
容
も
文
化
部
門
の
茶
話
会

主
体
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
の
ス
ポ
ー
ツ
部
門
を
盛
り
上
げ
て

い
く
と
い
う
こ
と
で
サ
ラ
リ
と
し
た
ク
ラ

ブ
に
転
換
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し

た
。「今

後
の
一
つ
の
方
向
転
換
の
試
金
石

に
な
れ
ば
」
と
も
思
わ
れ
ま
す
が
「
う
ま

く
い
け
ば
宜
し
い
け
ど
ナ
…
…
」
程
度
の

お
気
持
ち
で
優
し
く
応
援
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

で
す
。
で
き
た
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た

り
、気
持
ち
が
萎
え
て
し
ま
っ
た
り
と
か
、

我
々
に
と
っ

て
切
実
な
問

題
で
す
。
先

生
方
の
講
義

を
聞
い
て
と

も
に
考
え
、

と
も
に
学
び
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事

務

局

だ

よ

り

現
在
の
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
て
２
年
が
経
ち
ま

し
た
。
手
探
り
状
態
で
必
死
の
１
年
目
、
１
年

前
反
省
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
な
が
ら
の
２
年

目
。
数
多
く
の
失
敗
を
重
ね
な
が
ら
も
必
死
に

３
人
で
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

３
年
目
と
は
い
え
、
１
年
サ
イ
ク
ル
の
仕
事

な
の
で
、
１
年
前
の
こ
と
を
思
い
出
す
の
も
大

変
な
も
の
で
す
。
３
人
で
意
見
や
ア
イ
デ
ィ
ア

を
出
し
合
い
ま
す
が
時
に
は
意
見
が
ま
と
ま
ら

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
話
し
合

い
を
聞
い
て
い
る
同
じ
フ
ロ
ア
に
い
る
社
協
さ

ん
か
ら
は
仲
が
い
い
ね
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

人
間
の
悩
み
の
多
く
は
人
間
関
係
だ
と
い
い

ま
す
が
、
事
務
局
内
で
は
そ
の
悩
み
は
な
い
の

が
何
よ
り
の
自
慢
で
す
。

喧
々
諤
々
な
ら
ぬ
喧
々

楽
楽

戸
塚
第
一
地
区
　
新
沢
悠
友
会

�

染
川
　
春
雄

我
が
老
人
ク
ラ
ブ
新
沢
悠
友
会
は

２
０
０
０
年
に
発
足
し
、
は
や
24
年
を
迎

え
る
。
念
願
だ
っ
た
町
内
会
館
が
建
設
さ

れ
て
７
年
。
発
足
当
初
は
70
名
以
上
の
会

員
が
現
在
37
名
と
半
減
し
て
い
る
。

戸
塚
町
の
高
台
に
位
置
す
る
住
宅
街
の

中
に
立
つ
町
内
会
館
で
悠
友
会
は
月
に

５
、６
回
の
体
操
や
サ
ロ
ン
を
開
催
し
て

い
る
。
参
加
人
数
は
、
年
々
減
少
は
す
る

も
の
の
集
ま
れ
ば
話
に
花
が
咲
き
い
つ
ま

で
も
話
は
尽
き
な
い
。
居
場
所
づ
く
り
に

は
十
分
機
能
し
て
い
る
と
自
負
し
て
い

る
。町

内
会
館
に
集
ま
れ
な
い
方
に
は
手
作

り
弁
当
を
お
届
け
し
て
そ
こ
で
も
お
し
ゃ

べ
り
を
し
て
く
る
。
高
齢
者
の
孤
立
を
防

ぎ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
盛
ん
に
す

る
べ
く
日
々
役
員
は
奮
闘
し
て
い
る
。
明

る
く
元
気
な
会
を
目
指
し
て
、
役
員
自
身

も
そ
れ
が
生
き
が
い
と
な
り
元
気
な
源
と

な
り
得
れ
ば
と

思
う
。
課
題
は

山
積
み
し
て
い

る
が
こ
れ
も
脳

ト
レ
と
受
け
止

め
、
皆
で
喧
々

諤
々
な
ら
ぬ

喧
々
楽
楽
、
楽

し
く
に
ぎ
や
か

に
や
っ
て
い
け

れ
ば
と
願
う
。

ま
し
ょ
う
。
毎
回
感
じ
る
こ
と
で
す
が
、

受
講
生
の
皆
さ
ん
が
回
を
追
う
ご
と
に
緊

張
も
ほ
ぐ
れ
、
朝
の
あ
い
さ
つ
一
つ
に
し

て
も
、
実
に
若
々
し
く
、
生
き
生
き
と
さ

れ
て
き
ま
す
。
考
え
、
勉
強
し
よ
う
と
い

う
気
持
ち
が
あ
れ
ば
「
老
い
」
に
対
し
て

も
、
対
処
法
が
見
付
け
ら
れ
る
の
で
は
と

思
い
ま
す
。
シ
ニ
ア
大
学
は
学
び
の
場
で

す
が
、
人
と
人
と
を
つ
な
ぐ
場
で
も
あ
り

ま
す
。
楽
し
く
と
も
に
学
び
ま
し
ょ
う
。

ス
タ
ッ
フ
一
同
、
お
会
い
で
き
る
の
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

晴
天
に
恵
ま
れ
て

名
瀬
上
矢
部
地
区
　
名
瀬
第
一
み
の
り
会

�

大
山
　
勲
夫

週
２
回
（
月
曜
日
・
木
曜
日
）
に
健
康

寿
命
を
延
ば
す
意
味
で
午
前
９
時
か
ら
11

時
ま
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を
名
瀬
ス

ポ
ー
ツ
公
園
で
行
っ
て
い
ま
す
。

前
日
ま
で
の
寒
暖
差
も
お
さ
ま
り
晴
天

に
恵
ま
れ
て
、
４
月
15
日
に
参
加
者
16
名

で
仲
間
同
士
の
絆
を
高
め
る
た
め
に
和
気

あ
い
あ
い
と
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
行
い

ま
し
た
。

と
か
く
高
齢
化
に
と
も
な
い

孤
独
に
な
り
運
動
不
足
や
認
知

症
に
な
る
傾
向
が
あ
る
中
、
行

事
に
誘
い
合
っ
て
体
力
づ
く
り

を
願
っ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

晴
れ
や
か
な
気
分
で
話
し
合

い
な
が
ら
の
魅
力
的
な
部
活
は

名
瀬
第
二
町
内
会
館
で
い
ろ
い

ろ
な
種
目
を
行
っ
て
い
ま
す
。

誰
で
も
生
活
上
で
大
切
な
こ

と
は
「
気
力
」
を
持
っ
て
行
動

仲間たちと体力づくり

す
る
こ
と
で
あ
り
、
長
寿
の
秘
訣
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
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■スポンサーへのお礼■　本紙の発行に際して、広告を頂戴いたしました皆様に厚くお礼いたします。
今後もよろしくお願いいたします。

編 集 委 員
（
副
会
長
）　

長
谷
川
正
雄

（
副
会
長
）　

髙
濵　

照
彦

（
委
員
長
）　

児
玉　

文
雄

　
　
　
　
　

鈴
木　

正
雄

　
　
　
　
　

石
井
ル
ミ
子

　
　
　
　
　

斎
藤　
　

典

　
　
　
　
　

菊
池　

廣
明

　
　
　
　
　

淺
岡　

正
道

　
　
　
　
　

川
古
谷
雄
司

　
　
　
　
　

大
鳥
井　

勉

前
号
ま
で
よ
く

読
ん
で
い
た
つ
も
り

で
し
た
が
、
今
回
か

ら
編
集
委
員
と
し

て
携
わ
り
、
こ
の
冊

子
が
出
来
上
が
る

ま
で
に
多
く
の
方
の
投
稿
と

編
集
の
苦
労
を
知
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
表
紙
の
写
真

か
ら
記
事
の
順
番
の
入
れ
替

え
、
ス
ペ
ー
ス
の
調
整
、
投

稿
記
事
の
文
章
の
校
正
と

初
校
か
ら
２
校
へ
と
時
間
の

か
か
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し

た
。特

に
今
号
は
「
読
者
の
た

よ
り
」
の
投
稿
が
多
く
集
ま

り
、
戸
塚
区
老
連
の
絆
が
ま

た
一
つ
強
ま
っ
た
気
が
し
ま

し
た
。
協
力
し
て
く
だ
さ
っ

た
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

今
回
の
経
験
を
踏
ま
え

て
、
今
後
も
よ
り
良
い
冊
子

に
な
る
よ
う
努
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

�

（
記　

川
古
谷
）

編 集 後 記

エ
ル
・
エ
ル
ク
ラ
ブ
　
益
之
助

華
麗
な
る
頬
染
め
な
が
ら
酔
芙
蓉

帰
り
道
茜
に
染
ま
る
冬
夕
焼
け

エ
ル
・
エ
ル
ク
ラ
ブ
　
す
だ
ち

雷
鳴
に
ひ
た
す
ら
走
る
ラ
ン
ド
セ
ル

エ
ル
・
エ
ル
ク
ラ
ブ
　
の
こ

大
海
に
臨
み
て
仰
ぐ
夏
の
雲

エ
ル
・
エ
ル
ク
ラ
ブ
　
い
ず
み

風
に
立
つ
大
向
日
葵
の
硬
き
茎

夏
帽
子
柱
に
あ
り
て
母
の
亡
き

グ
リ
ー
ン
く
ら
ぶ
　
髙
濵
　
照
彦

ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
鳴
く
声
愛
で
て
カ
ッ
プ
イ
ン

（
公
園
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フGood!

）

愛
妻
の
過
保
護
う
と
ま
し
土つ
ち
い
き蒸
れ

（
反
省
！
贅
沢
の
嘆
き
？
）

終
活
や
セ
ピ
ア
を
め
く
る
春
の
宵

（
断
捨
離
？
暇
つ
ぶ
し
？
）

銀
杏
の
葉
落
ち
て
鶴
岡
蒼
天
の
鳶

（
の
ん
び
り
い
い
ね
ぇ
！
）

短
　
歌

短
　
歌

き
ら
き
ら
会
　
小
池
　
照
子

初
め
て
のM

RI

検
査
を
受
け
な
が
ら

　

つ
ぎ
つ
ぎ
出
て
く
る
音
に
聴
き
入
る

年
老
い
て
検
査
入
院
体
験
し

　

三
兄
弟
の
や
さ
し
さ
に
こ
こ
ろ
和
む

名
瀬
第
二
住
宅
き
ず
な
ク
ラ
ブ
　
淺
岡
　
正
道

サ
ツ
キ
咲
き
笑
顔
が
浮
か
ぶ
亡
き
妻ひ

と

の

　

寂
し
さ
つ
の
り
は
や
二
十
年

五さ
つ
き月
に
は
愛
し
き
妻
に
旅
立
た
れ

　

い
ず
こ
に
お
わ
す
心
し
み
じ
み

燦さ
ん
さ
ん々

と
光
り
ま
ぶ
し
く
ひ
ま
わ
り
は

　

負
け
じ
と
ば
か
り
顔
を
背
け
ず

グ
リ
ー
ン
く
ら
ぶ
　
髙
濵
　
照
彦

由
比
残
照
波
間
は
る
か
に
茜
富
士

　

今
日
も
暮
れ
ゆ
く
惜
別
の
色

（
こ
ち
ら
も
も
う
す
ぐ
沈
む
）

俳
　
句

俳
　
句

エ
ル
・
エ
ル
ク
ラ
ブ
　
た
た
え

星
祭
り
天
ま
で
届
け
子
ら
の
夢

文
　
芸

文
　
芸

暑中お見舞い申し上げます。　私たちは戸塚区老連の活動を応援しています。
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